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一

　

問
題
の

所
在

　

禅
宗
の

日

本
へ

の

伝
播
と

そ
の

後
の

展
開
は

多
く
の

研
究
者
の

注
目

す
る

と

こ

ろ

で

あ

る

が
、

そ

の

展

開
の

過
程
を

考
察
す
る

に

あ

た

り
、

多
く
の

先
行
研
究
は

自
己

完
結
し

た

禅
宗
像
を

前
提
と

し
、

そ
の

視
点

か

ら

の

禅

宗
史
を
理

解
す
る

試
み

と

言
え
る

。

そ
こ

で
、

こ

こ

で

は
、

今
で

も

不
明
な

点
が

多
い

、

禅

宗
史
上
で

の

他
の

宗
派

と
の

相
互
交
渉

に

着
目

す
る
こ

と

に

し
た

い
。

研
究
の

現
状
と

し

て
、

真
言
宗
や

日
蓮

宗
で

の

禅

宗
観
に

対
す
る

研
究
は

既
に

な
さ
れ
て
い

る

も
の

の
、

天

台

宗
に

お
け
る

禅
宗
観
は

あ
ま
り
知
ら

れ

て
い

る

と

は

言
え

な
い

。

そ
の

よ

う
な
状

況
の

中
で

、

第

百
代
の

天

台
座
主

で

あ
っ

た

良

助

法
親
王

2
二

六
八

1
；
＝

八）

の

著
作
と

さ
れ

る

『

天

台
一

宗
超
過
達
磨
章
』

（

以
下

で

『

達
磨
章
』

と

省
略
）

は
、

こ

の

問
題
の

解
決

の

糸
口

と

な

る

　

　

　

　
　
　
　
（

1
）

著
作
と

考
え
ら

れ

る
。

『

達
磨

章
』

は

大

覚
寺
で

院
政

を

行
う

後
宇
多

法
皇
（

一

二

六
七

ー
一

三
二

四）

臨
席
の

も
と

、

良
助

と
三

人
の

禅
僧
と

の

間
で

起
こ

る

論
争
を
想
定
し

た
、

架
空
の

問
答
を
記
述
す
る

資
料
で

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六

十
三

巻

第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

あ
り

、

禅
宗
に

対

す
る

天

台
宗
か

ら
の

論
駁
を

表
明

す
る

古
文
献
で

あ

る
。

さ
ら

に
、

『

達

磨
章
』

に

は
、

他
の

天

台
宗
の

資
料
と

比
べ

て

も

極
め

て

特
徴
的
な

禅
宗
へ

の

批
判
が

見
ら

れ

る
。

小

稿
は

『

達

磨
章
』

で

言
及
さ

れ
る

禅
宗
批
判
の

特
徴

、

す
な
わ

ち
、

天

台
宗
に

お

け
る

禅

宗
観
の
一

端
を

明
ら

か

に

す
る
こ

と

を

目
的
と

す
る

。

二

　
『

達
磨

章
』

の

概
要

　
「

達

磨
章
』

に

は
、

良

助
と

議

論
を

交
わ

す
禅
僧
と

し

て
、

南

浦
紹

明
（

＝
一

三

五

ー

＝
二

〇
九
）

、

一

山
一

寧
（

一

二

四

七

−

＝一
二

七
）

と

高

峰
顕
日

2
二

四
一

ー

；
二

六
）

と
い

う
三

人
が

登

場
し

、

い

ず
れ

も
が
鎌
倉
時
代
後
期
の

禅

宗
を
代

表
す
る

僧
侶
で

あ
る

と

言
え
る

。

　
こ

れ

ら

の

禅
僧
と
良
助
と

の

間
で

繰
り
広
げ
ら

れ

た

問
答
は

、

主
に

七
つ

に

分
け
ら
れ

る
。

そ

こ

で
、

先
ず
は

、

七
つ

の

問
答
の

内

容
を

特

に

良
助
の

立
場
か

ら

概
説
し

た
い

。

第
一

の

問
答
で

は
、

良
助
に
よ

る

禅

宗
の

祖
師
相
承
説
の

批

判

が

行
わ

れ

る
。

こ

の

批
判
の

内
容
に

関
し

て

は

後
で

考
察
す
る

。

第
二

に

は
、

良

助
は

、

禅
宗
は

文
字
の

無
自

性

九
三
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『

天
台
一

宗
超
過
達
磨
章
』

に

見
ら
れ
る

禅
宗
批

判
（
ω．
U

塁
〉）

を

証
す
る

「

文
字
般

若
」

を
欠

く
、

と

論
難
す
る

。

第
三

の

問
答
は

、

良
助
が

、

教
の

内
外

観
を
「

生

ず
る
」

禅
宗
と

「

超
越
す
る
」

天

台

宗

と

し

て
、

禅
宗
に

対
す
る

天

台
宗
の

優

越

性
を
主

張
す
る

。

第
四
の

問

答
で

の

良
助
の

主

張
は

、

生．
死

の

「

識
」

に

基
づ

く
禅

宗
に

対
し

て
、

天

台
は

生

死
の

「

超

越
」

を

説
く
こ

と

に

あ

る
。

つ

ま

り
、

禅

宗
の

悟

り
を
「

迷
．

中
迷

悟
ナ
。
ハ

、

迷
悟

供
二

迷
ナ
リ

」

と

非
難

す
る

の

で

あ
る

。

第
五

の

問
答
に

お
い

て

は
、

良
助
が

外
道
の

経
典
を
尊
重
し

、

一

方
で

仏

法
を

破
壊
す
る

禅
僧
を
非

難
す
る
こ

と

が

挙
げ
ら
れ
る

。

第
六
の

問

答
で

は
、

禅

宗
が

天

下

を

守
る
こ

と
を

忘
れ

る

と

い

う
非

難
が

な
さ

れ

て
い

る
。

最
後
の

問

答
に

関

し

て

は
、

こ

れ

も
最
初
の

問

答
の

内
容
と

同

じ

く
、

後
に

考
察
す
る

と
こ

ろ

と

な
る

が
、

要
す
る

に
、

禅

宗
は

地

位
に

従

う
宗
派
で

あ
る

が
ゆ

え
に

、

「

円
頓
」

の

天

台
宗
に

及
ば

な
い

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　

以

上

は
、

良
助
に

よ

る

禅
宗
批
判
の

概
説
で
、

特
に

第
一

と

第
七

の

問
答
に

は

良
助
の

禅
宗

解
釈
の

枢
要
が

見
出

さ

れ

る

と

考
え
ら

れ

る
。

そ

こ

で
、

こ

の

二

点
を
中
心
に
、

以

下

に

内
容
の

分
析
を

行
っ

て
い

き

た

い
。

三

　
相
承
の

論
争

　

第
一

の

問
答
で

、

天
台
宗
に

よ

る

禅
宗
の

祖
師

相
承
説
を

非
難
す
る

と
い

う
こ

と

に

関
し

て
、

禅
宗
側
か
ら

の

主

張
を

見
る
こ

と

か

ら

始
め

た
い

。

対

論
者
の

南

浦
紹
明

は

自
ら
の

禅
宗
を

「

仏
心

宗
」

と

呼
び

、

九
四

そ
の

相
承
説
を

次
の

よ

う
に

説
明
す
る

。

　
凡
我

力

仏

心
宗
ハ

号
二

向
上

ノ

一

路

仏
祖

不
伝
→

ハ

。

而
教
外

二

別
二

伝
テ

不
レ

立
二

文

　
字
一

付
二

摩

訶
迦
葉

。

仏

祖
霊

山一
ア
、

拈
花

瞬

目
、

破
顔
微
笑

シ

テ

不

立

文
字

　
宗

ナ

リ
。

教
ノ

外一冖
別

二

伝
⊃

ヨ

リ

摩
訶
迦

莱〜
以
来
西
天

ノ

廿
八

祖
直
示

直
伝

シ一
ア

以
茸

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
シ

ル

シ

　
（

授

衣
）

授

鉢
→

為
コ

見
性
得
法

ノ

瑞
→

。

三

国
相
承

シ，
ア

遺

塵

未
け

断
。

天

竺
廿

　
八

祖
付
法

ノ

頌
分
明

ナ
リ

。

震

旦
・

日

域
二

衣
鉢
伝
授

ノ

次

第

天

下
二

無
瞬

隠

所
二

　
達
磨
宗

ハ

狂

惑
宗

ナ

リ
ト

被
レ

詢

条
希
代

、

勝
事
也

。

如
何

。

　

南
浦
紹
明
は
禅

宗
に

お

け
る

伝
統
的
な

相
承
説
の

正

統
性
を

、

こ

こ

で

断
言
す
る

の

で

あ
る

。

そ

れ

に

対
し

て

良
助
は

、

天

台
宗
の

金
ロ

相

承
を
唱
え

、

次
の

よ

う
に

禅

宗
を
批
判
す
る

。

達
磨

ハ

狂

惑
宗
ナ
リ

ト

云

事
ハ

非
二

予
ヵ

私
ノ

所
立

』

是
釈
尊
ノ

未
来
記
ナ
ーー
。

釈
尊

ノ

未
来
記
者
如
二

汝
申一

仏
祖
霊
山
、

拈
花
瞬
目

破
顔
微
笑
シ．
ア

吾
二

有
二

正

法
眼

蔵
一

教
外

二

別
二

伝
テ

不
レ

立
二

文
字
→

付
二

摩
訶
迦
葉
週

迦
葉
付
二

阿

難
ハ

阿
難

付
二

商

那

和
修
ハ

如
レ

是

展
転

シ．
ア

至冖
ア

第
廿
四

師
子
比
丘
一

我
法
ハ

滅
尽

ス

ペ

シ
。

　

続
け

て

良
助
は

、

禅
宗
に

対
す
る

決

定
的
な

糾
弾
と

し

て
、

「

達

磨

宗
以

下
ノ

禅

僧
ハ

皆

是
仏
法

ノ

中

盗
賊
也

。

」

と

表
明
し

、

極
め

て

厳
し

い

言
辞
を
も
っ

て

批

判
を
な
し

て
い

る
。

こ

の

よ

う
な

良
助
の

二

十
四

祖

論
に

対
し

て

那
須
の

高
峰
は

、

そ
の

二

十
四

祖
論
を

次
の

よ

う
に

非

難
す
る

。

　

然
則
付
法
蔵
経

二

師
子
比

丘
ノ

時

滅
尽

七

シ

仏

法
ハ

教
ノ

付
法

．

ミ

滅
シ

テ

有
」

ン

禅
ノ

付

　

法
ハ

不
7

滅
。

如
何

。

つ

ま
り

、

高
峰
は

教
内
と
教
外
の

区
別
に

よ
っ

て
、

教
内
の

相
承
は

師

子
比
丘

の

時
点
で

断
絶
し
た
も
の

の
、

禅
宗
の

教

外
別
伝
の

相
承
は

そ
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れ

と

は

別
に

綿
々

と

続
く
も

の

で

あ
る

、

と

説
明
す
る

の

で

あ
る

。

れ

に

対
し

て

良
助

は

次

の

よ

う
に

答
え
る

。

そ

那

須
ヵ

邪
推
比

（

丘
）

ナ

リ
。

天

竺
、

教
外
別
伝

．

宗
ハ

師
子
比

丘
マ

テ

伝
ハ

来
テ

其

後
二

滅
尽

ス

。

然
則

仏
祖

ノ

付
法
日

、

吾
二

有
訓

正

法
眼

蔵
。

涅
槃

ナーー
、

如
真

ナ
リ、

実

相
ノ

微

妙
ノ

法
門

ナ

リ
。

教
ノ

外
二

別
二

伝．
ア

不
け

テ

立
二

文
字
弓

付一｝

摩
訶
迦
葉
』

以

上

又
付
法
蔵
経
日

、

仏
告
二

摩
訶
迦
葉一

我
力

無
上

ノ

正

法
ハ

世

間
ノ

眼
蔵
ナ
リ
、

涅

槃
ナ
リ
、

妙
法

ナ

リ
。

以
上

又
云

ク

、

弥
羅
掘
以
」

利
釼
→

斬
二

師
子
比

丘
づ

付
法

ノ

人

指
レ

是
滅
尽

ス

。

賢
聖

隠

没
ス

。

共
世
間
闇
冥
永

ク

失
二

大

明
。

以

上

那

須
ノ

長

老

未
け

知
耶

。

教
外
別
伝

ト
ハ

何
法
門

ヲ

ヵ

別
二

伝
タ

リ

ヶ

ン

。

応
鵬

知
、

教

外
別
伝

者
、

正

法
眼
蔵
・

涅
槃
妙
真
実
相

ナ

リ
。

師
子
比

丘
ノ

時
滅

尽
セ

シ

。

　

こ

こ

で

良
助
は

、

釈
迦

牟
尼
仏
か
ら
摩

訶
迦
葉
へ

伝
え
ら

れ

た

仏

法

が
、

教
外
別
伝
・

不
立

文
字
の

法
門
そ
の

も
の

で

あ
り

、

そ
の

法
門
こ

そ
師
子
比
丘

の

時
に

断
絶
し

た
、

と
い

う
技
巧
的
解
釈
を

用
い

る

の

で

あ
る

。

す
な
わ
ち

、

こ

の

よ

う
な

解
釈
に

基
づ

き
、

良
助
は

禅
宗
の

相

承
そ
の

も
の

を
論
駁
す
る

こ

と

が
可
能
に

な
っ

た

の

で

あ
る

。

四

　
仏
心

宗
と

方

便

　

第
七
の

問
答
で

は
、

良
助
は

禅

宗
が
地

位
に

従

う
仏
法
で

あ
る

と

す

る
。

先
ず
良
助
は

禅
宗
の

公

案
問

答
を

難
詰
す
る

質
問
を

掲
げ
る

。

一

山

禅
師
申
云

、

凡
．

禅
祖

ノ

向
上
ノ

一

路
ハ

仏
祖
不
伝

ナ

リ
。

若
爾
者

、

仏
祖

不
伝

、

上
二

何
ナ

劣
天

台
仏

法
ヲ

立

耶
。

予
答
日

、

一

念
三

千
矣
。

一

山

間
日、

一

念

未
生

ノ

前
二

三

千
安
有
矣
。

予
答
日
、

本
理

ノ

一

念
三

千
矣
。

一

山

間
日、

本
理

、

一

念
未
生

、

前
二

一
二

千

安
有
矣
。

（

予
答
日、

虚

空

未
生

ノ

前
二

虚

空
安

『

天

台
一

宗
超
過

達
磨
章』

に

見
ら

れ
る

禅
宗
批
判
（
Gっ゚

い

8
臣

）

　

有
矣
。

）

時
一

山

微
咲

シ
、

高
峯
云

感、

南
浦

ハ

吟
シ

タ

矣
。

　

こ

の

よ

う
に

良
助
は

、

達
磨
宗
の

「

向
上
一

路
仏
祖
不
伝
」

の

上

に
、

天

台

宗
の
一

念
三

千
が
あ
る
と

い

う
批
判
的
論
陣
を
張
り

、

二

つ

の

視

点
か

ら

そ
の

証

明
を
試
み

る

の

で

あ
る

。

第
一

は
、

達
磨
宗
と

仏
心

宗

を
区

別
し

、

中
国

発
祥
で

あ
る

達
磨

宗
の

「

向
上
一

路
の

仏

祖
不

伝
」

と

い

う
教
え
が

印
度
以
来
の

仏
心
宗
に

も
存
在
し

た
、

と

す
る

説
を
否

定
す
る
こ

と

で

あ
り

、

第
二

は
、

達
磨

宗
が
方
便
宗
で

あ
る

、

と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

す
な
わ

ち
、

良
助
は

次
の

よ

う
に

解
説
す
る

。

　

向
上

ノ

一

路
ハ

仏
祖

不

伝
ト

云

事
ハ

天
竺

、

仏

心

宗
二

無
シ

事
ナ
リ
。

而

震
旦

ニ

テ

近
此

．

　

出
来

ル

（
邪）

義
ナ

リ
。

　

こ

こ

で

の

言
説
は

、

前
に

紹
介
し

た

禅
宗
相
承
の

批
判
と

近
い

関
係

が

あ

り
、

達
磨

宗
の

相
承

説
を

歴
史
的
に

論

難
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

良
助
は

印
度
以

来
の

正

統
な
仏
心
宗
の

教
外
別
伝
と

区
別
し

、

達
磨
宗

の

教
え
を
中
国
で

創
作
さ

れ

た

宗
義
と

し

て

批

判
で

き

る

よ

う
に

な
る

の

で

あ
る

。

次
に

、

良
助
が

中
国
の

達
磨
宗
を

方
便
宗
と

す
る

こ

と

に

関
し

て
、

以
下
の

よ

う
な

言
説
が

注
目
さ

れ

る
。

所
詮
達
磨
宗

ハ

方
便

，

宗
ナ
リ
。

教
外
別
伝

、

伝
ハ

実
相
真
如

、

理
ナ
リ

。

正

直
二

不

レ

言
二

実
相
真
如
悲

。

或
ハ

名
」

理

致
→

、

或
ハ

称
コ

機
関

→
、

或
ハ

号
⊃ ．

．

向
上
→ 、

開
二

実
相

ノ

門
→

ヲ、

称
リ

リ

三
ノ

方
便
→

。

（
中
略
）

此
等

ハ

皆
教
外
別

伝
ノ

実

相
ノ

門
外

ノ

方
便
也

。

　
要

す
る

に
、

良
助
に
よ

れ
ば

、

達
磨
禅
宗
と

は

中
国
で

興
っ

た

門
流

で

あ

り
、

非
正

統
な
仏

伝
で

あ
る

と

言
う
の

み

な
ら

ず
、

亜

流
の

仏
教

九
五
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『

天
台
一

宗
超
過

達
磨
章
』

に
見
ら
れ
る

禅
宗
批
判
（
ω゚

い

塁
〉）

で

あ
る

と

換
言
す
る
こ

と
が

可
能
で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

五

　
三

種
の

方
便
に
つ

い

て

　
そ
の

三

種
の

方

便
、

す
な
わ

ち
理

致
・

機
関
・

向
上

は
、

良
助
の

個

人

的

見
解
で

は

な
く
、

円

爾
弁
円
（

＝
、

〇
二

ー
…

二

八

〇
）

の

『

聖
一

国
師
語
録
』

に

も

確
認
さ

れ
、

そ
の

中
で

円
爾
は

三

種
の

方
便
を
次
の

よ

う
に

定
義
す
る

。

然
雖
レ

如
レ

是、

須
レ

知
レ

有
二

接
手
方
便

。

一
、

坐

禅

方
便

。

二
、

直
示
方

便
。

坐
禅
者

、

大
定
也

。

直
示

者、

大
慧
也

。

蓋
二

空
劫
以

前
、

威
音
那
畔

、

無
師
自
発
4

無
二

此
等
方
便．一

達

磨
所
レ

示、

潜
付
密
証
是
也

。

空
劫
以

後
、

有
レ

悟
、

有
レ

迷、

有
レ

問、

有
レ

答
、

有
レ

師
、

有
レ

資
。

皆
是
接
手

方
便
也

。

仏
祖
出
腕
へ

有
二

理
致

ハ

有
二

機
関

一

有
二

向
上
訥

有
二

向
 

覃

　
円

爾

に

よ

れ

ば
、

三

種
の

方

便
と

は

「

空

劫

以

後
」

、

つ

ま

り
有

無
・

迷
悟
・

凡
聖

等
の

相
対
差
別
の

上

で

存
在
す
る
と
い

う
も
の

で

あ

る
。

し

か

し
、

円

爾
は

そ

の

方
便
を

明

ら
か

に

「

空
劫
以
前
」

と

い

う

絶

対
的
存
在
に

対
照

し
、

両
方
を
禅

宗
の

教
え
に

含
む
こ

と
を

説
き

、

一

方
、

良
助
は

そ

れ

を

確
認
す
る
こ

と

な
く
禅
宗
そ
の

も
の

を
方
便
宗

と
し

、

「

迷
．

中
迷

悟
ナ
レ
ハ
、

迷

悟
供

二

迷
ナ
リ

」

と
い

う
表
現
で

そ

の

弱

点
を

示
す
と

言
え

な
い

で

あ
ろ

う
か

。

こ

の

こ

と

が
示

唆
す
る

の

は
、

円

爾
の

名
前
が

出
て

来
な
い

に

も
拘
ら

ず
、

良
助
の

禅
宗
を
方
便
宗
と

す
る

批

判
は

、

そ

も
そ

も
が

、

円

爾
に

向
け
た

非
難
で

あ
り

、

さ

ら

に
、

円
爾
の

影
響
下

で

形
成
さ

れ

た

指
弾
で

あ
る

、

と

考
え
る

可
能
性

で

あ

る
。

六

　
結
論
に

か
え
て

九
六

　
『

達
磨
章
』

の

禅
宗
批
判
、

特
に

歴
史
上
の

禅

宗
相

承
へ

の

非

難
と

理

致
・

機
関
・

向
上

か

ら

な

る

三

種
方
便
説
に

対
す
る

非
難
か

ら
、

こ

れ

ら

の

二

つ

が

『

達

磨
章
』

の

禅

宗
観
の

特
徴
で

あ
る

と

言
っ

て

も
過

言
で

は

な
い

。

ち
な
み

に
、

他
の

類
似

す
る

例
は

、

呆
宝
（
一

三

〇

六

−
一

三

六
二
）

の

『

開
心
抄
』

で

も
二

十
四

祖

説
が

確

認
さ
れ

る
。

こ

の

こ

と

は
、

『

達

磨
章
』

や

関
連
す
る

資
料
が

、

と

も
に

中
国
天

台
宗

の

子
肪
（
生

没
年
不
詳）

と

禅
宗
の

契
嵩
（

一

〇

〇
七

ー
一

〇

七
二
）

と

の

問
に

起
こ

っ

た

論
争
の

影
響
を
受

け
た

可

能
性
が

推
察
さ

れ
る

。

そ
の

論
争
を

継
承
し

た

形
で

、

日

本
に

お
い

て

の

祖
師

相
承
論
と

は
、

禅
宗

と
、

特
に

真
言
宗

、

天

台
宗
と
の

間
に

お

け

る

論

争
の
一

つ

の

焦
点
で

あ
っ

た
と

考
え
ら
れ
る

の

で

は

な

か
ろ

う
か

。

さ

ら
に

、

日

蓮
（
一

二

二

二

　
一

二

八
二
）

の

『

蓮

盛
鈔
』

に

も
禅

宗
の

祖

師

相
承
の

批

判
が

確

認

　

　（
3）

さ

れ

る
。

日

蓮
は

金
口

相
承
を

強
調
す
る
こ

と

よ

り
も

、

「

拈
花
瞬
目

、

破
顔
微
笑
」

の

拠
り
所
で

あ

る

「

大
梵
天

王

問
仏

決
疑
経
』

の

正

統
性

に

疑
問
を
呈

す
る
の

で

あ
る

。

日

蓮
が

禅

宗
を

「

教
外
別
伝
・

不
立

文

字
」

と

す
る
の

は

通

常
の

理

解
と

大
き
な

差
異

は

な
い

が
、

注
目

す
べ

き

は

『

蓮
盛

鈔
』

は

『

達
磨
章
』

と

同
様
に

「

向
上
一

路
千
聖

不
伝
」

（

『

達

磨
章
』

は

「

仏

祖
不
伝
」

と
す
る

）

と

い

う
表
現
を

挙

げ
る

こ

と

に

あ
る

。

さ

ら

に
、

日

蓮
の

『

諸
宗
問
答
抄
』

に

は

三

種
方
便
へ

の

批
判
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（
4

）

が

認
め

ら

れ

る

の

で

あ
る

。

そ
の

事
実
を

考
慮
に

入
れ

る

と
、

禅
宗
が

「

向
上
一

路

千
聖

不
伝
」

、

ま

た

は

「

三

種
方
便
」

で

あ

る
こ

と
は

、

天

台
宗

、

ま
た

は

そ
の

周
辺

に

あ
る

宗
派
の

中
で

、

共
通

し

た

禅
宗
観
と

し

て

捉

え
ら

れ

て

い

た

と

言
え
る

の

で

あ
る

。

何
れ

に

し

て

も
、

『

達

磨
章
』

で

の

禅

宗
へ

の

論
駁
は

、

例
外
的
に

説
得
力
の

あ
る

言
説
で

あ

る

と

考
え
ら

れ
よ

う
。

1
　
底
本
『

天

台
一

宗
超
過

達
磨
章
』

叡
山

文
庫

、

真
如
蔵

、

二

四
・
一
・

＝
「

九
。

対
校
本
「

天

台
一

宗
超
過

達
磨
章
」

『

止

観
座
禅
記
』

叡
山

文
庫

、

天

海
蔵、

九
・

七
・

＝
ハ

一
。

（

）

は

対

校
本
の

挿
入

。

　

　

　

2
　
大

正

八

〇
・

二

〇
頁
下

。

　
　
　
3
　
立

正

大

学
日

蓮
教
学

研
究
所
編
『

日

蓮

聖

人
遺
文
』

（

総
本
山

身
延

久
遠

寺
、

一

九
五

二
）

第
一

巻
、

一

七

−
二

二

頁
。

　
　
　

4
　
藤
本
日

潤
編
『

日

蓮
大
聖

人

御
書
』

（

日

蓮
正

宗
総

本
山

大
石

寺
、

二

〇
〇
二
）

第
一

巻
、

四
八

−
五
一

頁。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

『

天

台
［

宗
超

過
達

磨
章』
、

良
助、

円

爾
弁
円、

禅
宗
批

判　

　
　
　
　

　
　
　

（

早
稲
田

大

学
外
国
人

研
究

員
）

『

天

台
一

宗
超
過
達

磨
章
』

に

見
ら
れ
る

禅
宗
批
判
（
9

冒
∩
＝

〉）

　
　

　

新
刊
紹
介

大
久
保

　
良
峻

　
編
著

天

台
学
探
尋

　
　
　

　
　

日
本
の

文
化

・

思
想
の

核
心
を

探
る

A
五

版
・

三

二

九
頁
・

本
体
価
格
三

、

六

〇
〇

円

　
　

　
　
　
　

　

法
藏
館
・

二

〇
一

四

年
三

月

九
七

一 649 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


